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§４ 塩化ビニール管（ＶＰ，ＨＩＶＰ，ＶＵ） 

   ア  ＴＳ接合の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現 寸 取            

パイプの切断、面取            

差し込み標線の記入            

接 合 部 清 掃            

接 合            

原寸取後、切断標線を管軸に対して直角に入れる。呼び径 30mm 

以上の場合は管軸に直角になるよう巾の広いけがきテープを

巻き、これに沿ってマジックインキで全周に渡りけがき線を入

れる。 

管 取 付            

差込接合は一気にひねらずに行い、そのまま押さえている 

 

 

接 着 剤 の 塗 布            

油分、水分の除去のため、乾いたウエスなどできれいに拭く 

 

 

 

管を水平に置き、回しながら切断標線に沿って全周に渡り直角

に目の細かいのこぎりで切断する。 

切断面に生じたばりなどを平らに仕上げるとともに、内外周に

渡り面取り器またはヤスリで糸面取りを行う。 

ゼロポイントの確認            管を継手に軽く差し込み、どの位置に挿入されるか 

ゼロポイントを確認 

 

 

 

継手受口には、ストッパー部から入口に向かい刷毛で薄く 

均一に円周方向に塗布する 

管差口には、標線まで継手受口よりやや厚く塗布する 
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図－１ ＴＳ接合の原理 

 

 

 

 

 

 

 

図－２ ゼロポイントと締め代 

   

 イ ゴム輪接合の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現 寸 取            

パイプ切断､面取標線の記入 

滑 剤 の 塗 布            

接 合 部 清 掃            

原寸取後、切断線が管軸に対して直角になるよう端面のまっす

ぐな巾の広いけがきテープ等を巻き、これに沿って全周に渡り

マジックインキ等で切断線を記入する。 

管 取 付            

ゴム輪を外し、ゴム輪、ゴム輪溝部及び差し口をウエスで 

清掃する 

 

 

 

管を水平に置き、回しながら比較的目の細かいのこぎりで全周

に渡り切断線に沿って直角に切断する。 

面取機、サンダー等で面取りを行う。 

接 合            

専用の滑剤を刷毛で管差し口とゴム輪の両方に塗布する 

 

 

 

挿入長さを表す標線をマジックインキなどで記入する。 

てこ棒などを使用して軸心を合わせた後、一気に標線まで 

挿入する 

 

 

 


